
※ この資料は、農林水産省 平成28年度 雇用就農者のキャリアアップ推進委託事業 により作成いたしました。 

雇用就農者のキャリアアップとは・・・ 
自身が目指すべき将来像に向け、知識（ノウハウ）や経験（実践的スキル）を高め（スキルアップ）し、自身の段階的な成長
（ステップアップ）を図るとともに、その実力を組織内や組織外から適正に評価されることで、自身の給与や職務階級などの
処遇に反映される仕組みです。 
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【この資料に関するお問い合わせ】 
 ●事業実施機関：「雇用就農者のキャリアアップ推進共同企業体」 一般社団法人食農共創プロデューサーズ、公益社団法人日本農業法人協会 
  〒114-0024 東京都北区西ヶ原3-1-12 （一般社団法人食農共創プロデューサーズ内 「雇用就農者のキャリアアップ推進共同企業体事務局」） 
  TEL 03-5961-8124（10:00~12:00 13:00~17:00） E-Mail：info@facp.or.jp 
 ●農林水産省 経営局 経営政策課 TEL 03-6744-2143 
※ この資料は、農林水産省 平成28年度 雇用就農者のキャリアアップ推進委託事業 により作成いたしました。 

本事業により作成した各種参考資料は下記のアドレスよりダウンロードが可能です。 
 雇用就農者のキャリアアップ推進事業サイト  https://www.6ji-biz.org/maff2016.html 

資料のダウンロードの方法 

キャリアアップの推進による波及効果の想定 

将来のために組織でキャリアアップを進めたい
けど、どうすればいいの？ 

キャリアアップの考え方の参考に【キャリ
アアップ推進の手引き】を作りました。 

最初は何をすればいいの？ 

キャリアアップの推進度を確認する
【チェックリスト】を作りました。 

スタッフの育成も考えたほうがいいよね？ 

組織で推進する【キャリアアップ計画】の
フォームや記入例を作りました。 

若い人の考えはよくわからないし、知識やスキ
ルを高めたスタッフをどう評価すれば良いの？ 

評価やコミュニケーションの参考に【貢献
度評価票】や【キャリアカルテ】を作りま
した。 

 課題解決の一助として参考資料を無料でダウンロードすることができます。詳しくは下記をご覧ください。 

【能力ある人材が育成・評価され結果として農業分野の全体最適が図られます】 

 新規就農者の増加、知識と実践的スキルを持った人材の確保、農業分野内における

人材の流動性の向上 
 雇用就農者が目指す将来像の価値化による離職（離農）減少 
 経営力の高い持続可能な農業法人等の増加 
 独立・起業（のれん分け）、新規参入の促進による農地の維持 
 農業の深化や多様化、新たなビジネスモデルの創出可能性 

キャリアアップ
の波及効果 

今、そしてこれからの農業の課題・・・ 

 今後、我が国の農業は、高齢農業者のリタイアが増加すると見込まれることから、荒廃農地や後継者のいない農家の農地について、担い手による有効活用を

図るとともに、将来における我が国の農業を支える人材となる青年層の新規就農者を育成・確保することが喫緊の課題となっています。 

 今後、持続的で力強い農業構造を実現するためには、基幹的農業従事者と雇用者を合わせた農業就業者が 90万人必要と見込まれており、これを 60代以下の

年齢層で安定的に担うには、青年層の新規就農者を毎年 2万人程度確保していく必要があります。 

そのために農業分野では、これからの担い手を社会や組織として広く育成していく必要があります。 
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